
第5世 代 の コ ン ピュ ー タ

　　　 中間報告　 (要　 旨)

＼

　 　 　 　 昭和55年ll月

　 　 　 　 UIP旺 £

財団法人　日本情報処理開発協会

蜜
嚇

・



rs書S.禄 地 式 コンビンタ調 鉄 腕4夢 合 の

SFRn報eモ 首 輪 レz取 ソSt∂>2t¢e'a.

老師なぐ剖 用&ぴ 助 教 ⇔ 北 諸 〔じさす
寺

　 本書は 、 日本 自転 車振興 会か ら競輪収益 の一部 で ある

機 械工業振 興資金 の 補助 を受けて作成 した もの です 。



エ 　　ツ 又rrム イt　d支Z朽Aege/hX‡ 斗会

　

《

↑

'覧

!,.ツ ス弘 化 樹 乖 碑 台輪 の僻 ・1と椎 祇 専

2.ユ ー ザ ニ ーズ の 実 態 、

/

9

3.　 イN'表 白ター劉 用 ∠か野1フ あニピrる)1・5一世 イヤ コ ンピ}一 クへの翻 ミ … 一一/∠

　 3./　 CAE/ヒ バti).ソ ス 」〒 ∠X　 -一一 ー ー 一 一.二 二

　 3、2　 -,才 フ㌃ ス、・オーFメ ーン ヨ/・ ソ/ス7∠ 、　 一 一 一 一　 一 一 一 一

　 3,3_菟 鳥 衆 生し女4皇 シ ヌ 「fA-一 二 一 一:二.=∵ 一 一

　 .3.4　 知 能 σ ホ㌧Fシ ズ テム 一 一 ー 一 二　 ー ーー 一 一

　 3.5　 ノ分 散 理 〒L夕 く㌧2・ ツ ステZヘ 　 一一一一 二 一 一一

4　 覆 水'仕 様 、ηtr包 め 　 　一ーー 一一一 一 一 一

'6

/

ク

4

/

2

2

3

37

46

　
S
、

ξ

・



看

'
駕
』

　
　
　

ン

/

`

　
　
　
　
∠

.;
凶

刃

　

　
　

　
　
/

メ

,

'

.

'

・



/

!、 シ ス〒 ム化 技 術 研 究 分科 釦 融1ヒ 報 告概 翠

1.!校 訂 竃 違

　精 轍 技 術1才 現 代 の匁 ・会 ⑳ あ ら ゆ3場 面1二 組 み 込 な

M、10、 二 と 伏 逆 に わ れ わMの 在 合 ∩ 枠 組 け 乞 決 め

5朱 イヰ の 一 つ1二itえrEっ?・1φ ・VL∫1・ 光 フ マ

イIC-t∂ ど の 祈 い ノ素 子 の 蚕 揚 と情 報 技 術 膜 命6

-VS"s今 後 の在 余 波 細 二対 し 、99く^砲 乏"イ ン1"ワ

ト 乏 与21..、 ま1三 宅 」4式 更1二 茨 の 発 展 の ζほ ▲ ・そ 引 く

も0～ とJsYえ,らM参o

　 昨 辱 度 発 足 し た オ ダ 世・代 コ 〉 ピ ュ 一 夕調 査 研 究 毛

質会 巖 念環 境 》科 念 τほ、/990年 ξ 目途 ヒし

－Z
.端 咽{=前 議 羅 境 噛 写 し ㌧1紅 霞 足 し・

こ戚 実現 可31学 っ マそ想 芝M効 くの ボ ト1しネ

ッ ク 聞 しマ、 新 い 崎 報 牧 術 ボ ピ詩 う に横 柄

玩 ヒ そ求 あ 弓M2・ ほ が τ検 討 しT=⇔

　 昨 年1二 お い て まLあ ら 畝 キ・ボ ト1レ ネ ッ ワ 、'IF)処o、よ

うrJ　 5項 目 ヒ 集 約 之M6。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1



③ 低 土 旦 性 ノ分・野 く ひ 権 幕 技 術 σ　組 込 サ

② 国 際 イじ]σ、P自暴

③ 省=kネ1レ ギ'一 ・ 省 資 …薄、

④ 向 歯令化L商 敵 肴 佃 の ネヒ会

◎ 在 ・会 の 楕 報 化L人 間 と0、 イ)タ フ2一 ス

2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス

　 ミ レ～ら 成 果 乙 基 礎1二 今 底 反1才rう.ス 〒 ム、イし技 術 分

科 会 」 辺設 け 、 ネ上▲ 的 二 一 フぐ 芝 シ ス テ ム、イ乙技 術 ヒ よ

っ?、 矛5世 代 コ)ヒ9ユ ー ウ ・ シ ス 『}ム・の 写 本 イ±様

へ 展 開 す3と ・,　b　K¥美 い れ 巷Z喫 施 し2壬 仁 ・

1.2、　研 咤 イ作 業0)つ いし　　一　/フ　・　ダ1♪フ　ン

　 シ ス=〒 ム 在 校4術 ・分 科 ▲7ζ は 、　 ノ990毎 代aネ レ会

的 ニ ー ズ 芝 矛 ら 世 イミコ)ピ 。ユ 一 夕 ・ う・ス 子 ム の 専 求

右 様 と し ス 固 め3仁 あ1=、 現 状 ⑳社 念1二 お け3・ 代 表

6摘 度 利 用 ユ ー ザ}tア リ 〉 ク・し?、 よ リ面 痩 η コ

ン 七。ユ 一 夕 ・シ ス 〒 乙＼6へ あ リ 方 、 ヨa在a二]ン ピ。二L-

・9(入 間 題 ミξ、乞採}ヒ と も1= 、 昨 耳 食 袖th　 z山 羊。ネ土合

釣 木 ト1し ネ ツ7Σ 解 消 甘3代 表 的 シ スiiム と し?写

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 己
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分 野 乏 と り ～卸 ↑ 仁 ⇔

　 ① ユ ーザ ・ ニ ーズ ⑳ 喫 能 調 査

　 　 急 激1=進 歩 し つ つ あ3デ ー タ 処 理 の 分 野 ぞ 、/o

　 耳 後 百 る 劃 し よ う と甘 ∋ と,tYに 歴 史 的 デ ー9Z

　 延 長 「稲 官 叶'z・　IEF不 ヰ 》 ぞ 誤 ・}、 社 会 制 度 ひ 夜 杷

　 やK窒 †徽 術 的 ブ し 一 ワ ・ ス し 一 輪 む 受 要 力X"あ る・

　 浸 二2・ 現 状 ヒ お け う コ ン ピ ュ ー タ 仇 高 度 利 用 ユ ー

　 ザ ー乞十 数 イ片訪 問 ヒ 守 り 〉 ケ し 、 了 つ。リケ ーiン ヨ ン

　 ・ニ ーズ 澗 芝 出 し、 醐 、弔 し は 実 解釈 芝付

　 っ?、 了 つ。り ケ ー シ9ン の 世 界 百 コ ン ビ ュ ー ・9側

　 の 話 題 に 作 り 直 寸 と と も1二 、 ニ ー スごL研 克 開 発 〒

　 一 マ の ギ マ ツ プ 乏解 勇 耳71三 あ 、ニ ーズ 詳 乞 共 通 と

　 思 、わ 人↓へ3開 発 〒 一 マ1;!7"1し 一 ピ ン ワ"し †三〇

　 ② ⊂AE/cADシ ス 〒 ム

　 　 日 本 企 業 ぽ 今 ・後 ヒ も益 々 国 際 イじ1《∫∋ 毛 の と恩 ・め

　 れ3bX"、 わ 杁'国 の バ 表 的 産 業 で あDエ 〉 ジ ニ?リ

　 ソ ァ 産 業 、施 主 機 産 業.建 設 業,雪 嵐 撤 鱗 産 業 、'

　 造8七 ・ラ毎 ジ手開 季≦産 業_等 芝 も と{二 、　!9ヲo与 イ山ぐz
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目 途1二 王 ン ジ ニ?リ ン ・7・,設 音階 七＼ ら 輻 嶺 さ 山3

コ ン じvユ ー9・,シ λ 〒 乙へ1=ナ 寸寸3薄 才ミィ生様 乏 探 っ

乍二。

　 4仁 、/99・ 年 代 に 本 格 化 育 る代 替 エ ネ1し ギ.

一 分 野 ヒ つ い て も コ 〉 ピ ユ 一 夕 へ ひ 辱 ボ 条 件 の 観

喜〔1ヤ＼ら と リ 才 と あ 『を/(〒 っT-一 σ

③ 才 フ4ス ・ 才 －Fメ ー シ つ ン ・ シ ス 子 ム

　 工 場 の 才 －Fメ 細 北 し?、 低 庄 園 性ボ 指ts　t

U∧ マyl5オ フ イ ー ス の 才 ー ト メ イ6　bY、 総 ノzl二展 開

III山 っ フ あD状 、 ご ひ 》 野1=つ い2も ユ ー ザ'a意

見 調 査 百 行 うtLも1=、 各 種 文 献 に も ヒ つ"く ノ〈 メ

ー ジ 調 査 百 行 っT=σ ま 十二、 ・わ わv国4虫 自o、 オ フ ィ ス

・ オ ーLメ ー シ ヨ ン(0ハ)イ 四 道 乙 線6仁 あ 、

ト ラ ン ガつ シ ョ ン ・ ド リ つ・ン 型 定 型 莞 務OA,・ 企

画 ・調 査 型 業 務OA,封 入 型 業 務oA写 の 典 型 的

毎 業 務 タ イ フク別o、OAイ メ ー ジ'　OX想 ・定 乏4『 丁チっT=。

④ デ シ 「ジ ョ ン ・サ 寸で 一 ト ・シ ス 〒 乙へ

　 各 分 野 ぞ ⑳ 情 報/)60・ キ2… も 特 ・1=高 度 な もo)と し

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・1

「



⑱

一
　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　タ

マ 、　 <、闇 の ・竜 一思 う定 定 乞 サ ポ。一 ト 寸3シ ス 〒 ∠〈 が'あ

る σ 二　,UN乏'国 ん の み ㌃ ら1ず 、 集 団o、 意 ・ひ ヲ知 足 そ も

支 援 〆三「 う よ う †」文 困o、 デ ㌧ ・rヲ〈:一一 ス ヒ ネ ・/ト ワ'

ク そtiと1ニ シ ス 〒 乙へ 乏 構 築 し 「巨 σ

　 こ こ 《}ほ シ ス 〒 　〈 状 ユ ー ザ ・ フ レ ン ド りZ・as　 3

よ うruマ 〉 マ シ ン ・ イ ン タ フ ェ ーλ と、 対 象 に 打 レ

ス シ ス3ム 、自 身 ⊇ 適 に 乏ct=り 、 自 己 修 復 伏 可 能

†珪 命 型 ア ー キ 〒 ・フ チャE提 案 し スu3・

⑤ 知 能 口 寸ぐ・ソ ト ・シ ス 「卜∠へ

　 /990辱 イ㊦1二みrT多 磨 カ イリ霧…戻しLダ ㌧ 二〒イ・ワ

ー ノブ離Uぺ 「と想,足 し 、　ノ人目固 ζη定 型 イ乍 蒙_や 悪 妻翠づsST'で 、

あ3経 度 乙く自 己 判 断 乙 行 い つ つ 蓼力作 可30古'ッ ト

1=つ い マ 研 曳}!(■ っ 仁 。 こo・ ロ 苛ぐッ ト ぽ 、 タL節 環

境 ⑳ 綱 毎 楕 報 乏袖 蛤 し識 詞 、 ウvge1　i=Aし 有

効 て」・働 乏V＼rア2t行 う4『 動 ⊇耳3、 自 律 的1ご 認 識 ヒ

7,行動 乞行 う 判 断 ,思 考 、 学 習 職 能 「Lも つ 、 人 間a

指 合 百 解 釈 し 、 結 果 再 説 ・彫B≠ †人 対 話 機 能 百 ビ

三二育 つ 。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .._

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 j
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◎ 分・孜 型 デ 一 夕 ベ'一 ス'シ ユ ラ ム＼

　 分 散 デ ー ・ヲ ベ ー ス 博 、 孟 桔 ネ ・ソ ト ワ ー!フ ⊇ 介 し

マ 互 、ノ1=垂Lイ 吉 司 能 可 ネ妄'数6〈rデ ー9ベ ー ス ・ シ ス 〒

乙へ 乏 、　 ピenデ ー/ヲ ベ 』一 ス に イ司o＼ 『P'一/ヲ't7N－ あ3わ ＼ ・

ヌー各=デ'一 夕 〈ご 一 ス.そ.ど0へ よ う1=?ノ ブ セ ス.ra言b＼ ⊇

意 識 古3ご と †」<、 各 種o、 デ ー タ ベ ー ス ⊇ 総 合 的

中 隔 τ 芝 る シ スr戸 ム ぞ あ う ・ 二Aよ 訂 ∂ゲ 散 デ

ー タ ベー ス づ ス ラ ム 乏 実 視 古 る1三a・K　(=、w軌 間

発 項 目 吃 探 挿 と し、 了 つ。り 与 一 シ ョ ン ・ モ ーT"1し,

デ ー タ ベ ー ス ・ シ73　 Lx・ モ デ1し,通 信 モrド1レan

三 つ ひ モ デ1レ 乞 呈 壷1二 続 合 請:.　 Zl=わ?実 現

一6i3二 と を 二相 ・更 しZN)bσ

!⊃ 、他 分科 会 へ ひ尊 家z7と め

　 以 上 の6分 野o、 う ち 、 ④ ユ ー ザ ・ニ ー ズ 実 態 調 査

Σ除 ぐ② ～⑤ 伽 代 表 的 ノか剛 二も と 一ブ・気 オ ら古 代 コ

〉 已 ユ 一 句 ・ シ ス 子 ム へ ・、エ 束 条 ・件 冒 ～め ∋仁 あ ・

仙 玲 幅 》 勲 品 も 田 イ メ ー ジ 乞想 定 し'仁 ヤ＼ら
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 u



》

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ワ

ト ッ つ・・9ウ ン 的1二 検 討 レ 、 「 心 科 全 及 びA心 邪 念

当 へ ⑳ 専 ポ 条 件 自 由 出 し モ 。 手 モ ・ ① ユ ー ザ ・ こ 一

ズ 実 態 調 査1守 商 肩.利 用 ユ ー →十z・o、 噂 菜 頚 邑 乏 もLに ・

ポ ・ト ム、・了 、ソ つo的1ニ フ陪 乗、Aコ ⊇ ビ ュ ー!ヲ ひ 肴 つ べ 苛'

新 仁 丁δ薇 能 ・性 能,乙 引 立 ㊤ 古 ヒ と もt=・ ト ッ つ。ダ'ウ

ンZ咋 食許 し 仁 尊 家 朱 イキ の 喫Llj見・性,各 ち 性 σ、検 証0・ 基

準E与 ラ_z・)う 。

二 山 らdi解 央1=.よ り 、 欲 し い1情 報 に い ⊃?"　 :し 一ア ク

セ ズZ・ ±?、 、く 南 ひ 玉垂解 し ヤ 弐 い ス ア イ ル?り 情 報

予ぐ入 手?・ き3と い う 峠 ボ1工 、 一 方1・=よ い マ 人)七 ひ

.言 ε口hひ 増 幅L2・ よ,3bミ'、 布 面 ～"　)E;こ ト1=ど こ ま2"/、

南 が 対 ボ ど き ミ元 ごΣ ・う 〔む憲 も 発 生 汗9,今 日 ト

ふ・い マ し 託 トr卜Lビ 、 電 寵 、 各 種 α 定 点 物 な ど＼

'

情 報 追 号 工 ＼ミわ ↓し3時6-2・ ふ'"gバ1情 報1δ 結 烏 は

ビニh、2・/く 由 ひ 活 劇 ヒ むTlボ れ ～■(M～ オ 用 甘 と

、・う こ ヒ ヒ †,∫3。 　乞L?こd巨 ま ～'o、・1吉報 過 多 、才.

受 身(7N形hr～ 玩 ら1三 わへ こWt　 S、 らiEI'　.利 用 手 段q.

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〆



⑧

、.一一二 方 ←弄皐/tと'い.う'汗 〃2・ 、　 K々a馬 立 Σ とXlま く　 こ と1こ

　 　 †よ δ 。_一 　 　 ._..

_∫.こ 小 ら1ポ_ノ く恥 σ、こ 小 寺2・・　.、2〒郵 様 式 主 査 え3'

　 　 ヒ 遣 し口 い 、 牟e勤 諸 、詩 ℃3ん 可6ξ ヒ 甘 き 乍3

.う.一 しふ レ と－q主 一加.ナ 法 論 は、 共 栄 敦2・88.

　 　 註 古 し』ト わ ↓;三 拝 一二一青 法 論1ま 、、ドき報 と 入 『卜破 さ 手

　 1-一軽 もく1食§ミ亡'う 七 時 κ£o遺 キ㌔ 乞 ぶ&.5こ.≧ ・1才入 寺

　 　 ど ゴ 巨 億 あ・㌔ 情 報 Σ い 凶 こh・ エ し世 論 し2☆ ぐ 旦

　 　 と ＼づ ぶ 為 ぐ脊 達 しV=。 ど う し?も わb・ い よい ど

_.迂,i　 ・ll'・,原邊 と+源 則 と 蛭 木 し 、 峯 し2"判 断 《-8

と ・ら 村 方 も と 艸 ⊇ い長 冷厳 とも、イ デ わ

ギ'一 と い 〉)o、ill芝 山2"よ さ。 　 し か し?・btら こLl/x.づ)＼

らle　 .大 抵 ひ 情 報 は 八 千 し －hQエtr　 8こ と が 可 粂2・

ふ3.従 、 ～`s　 aＬPEF　〈R　a　 P-,yト1寸1新 ピ い 才 広 論

うべ＼)邑等 ㌃'時 苛"1ご あぐ、　 寺 「PL:'はか1富'・b・ し い と.蒔 い え 貰

い 。　 <↓ ～†)ミナ 玉,世 代 ⊃ ニ ヒ。エ ー ア ひ 築 工え ∩ 頃 卜 忌

解 来 し Σ い ≧ 二 と を 期 待 し 仁 ・、。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 δ

マ
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・__Lr-_□jk_-L_".一 一:_,_.一_一"..一 －t-一"二_一_　 　 　 　 　 :-Wh

－ww　 一'"早 コ エ
』u・・=乙工L－ 后尋 二　 L』 一 三ー一－mu"一 ・・{－L工

●

レ

1--2、 　 ユ ー ブ ・ 二 一.ズdi安 衛 　 　　.　 L、 　 r-一:.一・　 .,.

　 来 貢 ζ(図 は 聞 取 り調 《査(二zズ)ケ ら、技 術 開 発 項 目(シ ー ズつ に

詞 彫 閣 通 経 を示 レ同 のZ"h2、 意 図 レt=、望口 賜 時 ピ 薩 き べ 鋤 糸 診
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列 し信 認 計 理 侍 を確 立 し、知 和 ヲZ剛 性 のゐ 多磯 勧 瀕 型計 算機

を構 耀 寸1才麦術 を開 ㊧ づ 》・乞㊨ミ 皇 薯 ごら ハ,

　 　 3.1檎 能/で幽 珍うアベ

　 　 ∂.Ll緒 罷 職 〔の日的 ヒ効 果

　 緒'能 弁徽1=　11＼・う×う1ゾ勧 深 力∨刻 々 クれ3㊨ ミ、 フー当テクケペ匂 え地 ダ ラ

2いの レベ ・レ(後 逸)… ・七共 エ.胡 弓1… 疏 ⑳7潔 の す あZ%6・

　 　 　の ス・レープット/実 竹 志度 刷 工
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　 　 ③ 商権纏 †生/あ 稼 動 牢 ぬ遂ンぷ

　 　 ④ 蜘 弘南 羽化1二r拠 穆 初 午 の向 上

　 　 ⑤ システム麟 ⑳ノ調 イb'∨　 ー

　 ご れ らほ ＼・ず ト もβ＼後 の計 算 機 シ ヌ.テム1ご2xめ ら れ ラ妥 砕z"あ り、逆ン

じ)ト ら を 達 成 す 引 二17微 能 吻ト徽.ア ーペ テク ケ×1=♪ らゴ う を得7∬v・L

%ル ら旧 。
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3.{,2　 　　校 ∬己 分 取 の レ へこ'{/

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 紗　

コ4柔th　 t>t上 枝 ・シ 入 テ4・IJ二zに ネ 亨3〔 ・・ レ 〈ご ・レ1・ コ ン

だ ⇔ い マ シ ン 乙 画 塾 蛭 』 仁 術 万殺 と う.δ パ づ

えs十 〉."9rl十 う.

　 　 レへ'・レて:1　
_

(り 　VL .∫1　 1R(]†.2　 璽 皇 と 　し7こ 小v-Z・ ぷT{∬ し!NO－ 　ソ.ナ ・し ・

　 　 Sン ヒ.・ 一 夕BS－ 中 イま年 豆杜.角 柄r坤 は ・

　 　 め.レ'べ ・レ^斉 喜 麿 τ メご王皇 之 叶 う.

ω レA-,レ2・ レ ベv1-・ 一　tg尺 玉?し 乏bF・ 　r7　 v.恒 見 桧 甘rt.

　 　 '恒 μ?⇔7=　 。k'th　Ats　R　 'i'・ 』9こ ・ 〉卜〕W拝.

　 　 /nN　9■ ～ 斗 仁 レ ベ ル1言 ↑ 与7茂 よ6VAは 鋳 干 、詐ilと つ?

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 幽^〔

　 　 ltク ラ ス タ ・ 　コ ン ト ロ ー ラ のf褒 誉オtオ ∫.　 序 こ塗 料 言

　 　 ご閂 君'一 恥llcシ ミ ・ レ ー7,デ ー7ベ ー ス.(9　 /?

　 　 TSマ ン マ シ ン ◆ 　∫ 　 ン タ フZ－ ス ～.ユ_一 一 ずt・ ラ….}干t"β ミ

　 　 い ・ と も 紗.レNsレ1ヒ レ バ'レStの え{/「 とG

　 　 St')'1～!サrビ い?・ ン.と げ1}ぷ ㌧

oipレ ベ ル3一 治 舶 ‥ 」2-、 広 甲 ・ 己レi・ お 拙 吟

　 　 　 　 　 　 　 　 　 天 柱 楼

　 　 繍 ∬Lシ ンニ　 二で タ ー ス 一 一 ・ ン.ぷ ・ ＼

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 へ　　　　リ　　　　　　　ト 　　シ　　　　ツロ　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ

　 　 レ ー シ ョ ン ・ マ シ ン,超`箒 迷 碧};i寸 マ シ ン,鳥f

　 　 シ テ ・ノv-'ン ・ 卜 ・ 　rご'/ン 了eヒ ーA－ 食9牛s.
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　　 　 ス7　 4画 、
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　 ず 間 報 ・告ゴ1才以 千1二項 目旬1∠ 権 妻 を 示 一『oう7ゾ 、9/に っ ＼・z主 、ラ形

象 レ2・・b。 一一　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .

・1編

　 　 ノか徽 ♂ レベ!レ ノ'オペ レー ティン グ シ ス テ ム,デ 三 夕ベ ース

'シ亮 纏 認 ミ
唖 ◎)

　 　 ネ・ソトフーク了一キ テ7振(レ ベ!レ/①)

　 　 〉 ス テ ム、コ 〉トロー/レ(コ 〉寸ぐ一矛 ン「て シ/の ・全イ杢 制 確ア、 毛 ニグ&コ ントーロー/の

・ コンポー■ ント〈Z・)ン 了一キ デ7ケ ヤ

　　 心 ソカ レコンピー タ,マ ン汗 ビ'ヌマ シン'ユ ーザ+レ'惣 ンン(商 観

　 語 ⇔ ン,縮 輪 講 ヌンン ・ デレタベ ーヌマ ン/)

　 　コントロ ー!レマ ・/ン(08マ ン ン 、メデ ィア 劇 姥rマ ン ン、ンス テム・管 理 マシン

　 　初 肩 制 御 マ シン)

　 　 3.3研 究 課 題

　 関 連r和 研 究瀦 題 を簡 単 に多・情 す1胚1才づ ち め/け'の が あ 多'・

　 　 　 ・㈱ 育も徹 ラステム

　 　 　 'ラFン トワー17了 一弐テ7り ㍗

　　　・縫 揚算 ⇔ ン
　　　・デー7べ ースマラン

　　　 ・筒尻 マンマンンコミ二二プ ン。)/シ ステム
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　　(襯/膀 怯 諭 痴 ジタンρ ス,物Eイ ンタ7五一ヌ 、情徽 獅

　 べ,1晴 鯛 屋号べ)

'イ ペ レ テ ィン グ シ ヌ テ ム

・ 勿憤 デニタ ベ ース 　 　
__

'VL∫ 工《網 田

・ 自動 通 雨 イレγべ
.

t言 色 迷 言 諺L処i理 会

● コン〔P－えントマンン の 髪 現 才 べ

　 　 (パ ーソナ1レコ〉じ三一タ ノユ ニ バーケ/レ ホ ヌトプ ロセッサ,高 毎し言%乏iシ ン フ

　 斜 融 衛 ⇔ ン,デ イ や ス マ シ ろ マ シンサぶ ヌ ⇔ ン)
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・ 並 列 処 理 え編(ア1レ ゴ ソズム
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プ ス 　 　・fb　zlhi、
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 _。　__.一.　 　 __。_乙

　　　　4.vL"S工 技 術 　 　 　 　 　 　　一一

　 　 　 　 　 ∠L.!VLSLア ー キ テ ク チ ャ　 　 ー.....一,.一.一

　 コ ン ヒ。ユ 一 夕 シ ス テ ム の 構 造(ア ー キ テ ク チ ャ)ほ.問 題

解 衆 の 「フ1し コ・リ ズ ム ヒ,実 現 す る 時 点Zl'　 Sに 入 ろ 素3の

性 能 に;り 決 定 さ れ5。'一 そ 一一の フ⇔ロ セ ス(9　 Jftし て/て1し ゴ リ

ズ ム が まず 擁 し:欠1三 熟1わ 峰 キ尺tr　k　 3と し・う も の ぞ は

τよい.入 合 可 能 ロ 素 子 の 性 格 一 性 能 を+分 知 っ た 上 之"ア

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 二

1しJ・ り ズ払 を 弐 良 し,方 式 夫 定 へ と す す む べ きZ"あ る ・

　 そ こ で,こ 二 で は"第5■ ■ 喫 現 時 に 入 手 可 能 ロ 素3に つ

し＼て そ め 性 質 日,7ー キ ÷ ク チ ャ にk'"tl"i　 z・1あ3う 点

に つ し・て 探 す る 。 そ し て 需 〒>L　 s　 r"　z"　iie;　3・ し＼〈

つ か のV乙 ∫ 工 側 か ら の ア フ。ロ ー チ の 方 三iξX述 べ る ・ ま

戸 そ の †こ翻 嬬 と 「ほ 条 件(こ 閑 発 す+一 ト シ ス テ ム)

に つ し＼て も 述 べ3.† 」お"第5"Z`め 〉 乙5エ と)9,

!00万"/Cl・{P　 YK上 の も の を 指 しzお り,こ れ が 肩 可

省ετ」 日方剤 、さ,　 lq85耳,　 ま た1(?90～ 茸 に1ゴ1000万 下一/乙 レ、rpむv

パ 音 可 能 ヒ 老 乏 て しほ 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 12《)



　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 _.___2,

ア プ ロー チ の方 法 　 　 _'　 　 　 　 　 　 　 　 .一

　(IZVL　 S工 特催 主出 来 るだ げ生 が す ア プ ロー チ　 ー.一

従 来 の シ ス 払,ア 三主 テ クで 一に と 訪 れ ず 、>L

Sエ の 特 質 を ま ずE2,そkX5式 に 反 映 さ せ τ い く ア

フ・ロ ー チ で あ 乱 特 質 い 蔓以 下 の 通 り て"あ 乱 一..
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '一・ぺ、}

　 ①V.L　 S工 て"13,　 C。 ぬwい 「⊂αt蜘C・stの 万Dx"ノ(あM四 域roい

　 　 cρ 〈丈.31丁3カ ＼に 上 ま わ 一.5。 　 .　 　 　 　 　 　 _

②:鴨 い タ イ フ・の単 慾 ∫セ1し]こ エリ チ ソ フ・を齢 す9

　 　 方 が づ一ッ フ。面積 イ吏用 効 率 が エ しへ。

　 ③ た ヒ 之 ば バ ス 構 造 の エ う ロ 単 純 ・相 対 構 造 左 と3エ

　 　 リ,　 ロ ー か1し+」 通 信 が 多 し・構 造 の 方 が,ナ ッ プ 面 積

　 　 便 用 効 率 し エ 〈.速 度 も 上 乱

　 ④ デ ー タ 入 ㊤ カ[音 聞 を も 最 大 限 利 用 す3に は,パ 。イ プ

　 　 ラ イ ン ヒ マ し チ フ。ロ セ ッ シ ン グ ラ星合 ア プ ロ ー チ リ ど

　 　 かW憂 才して い3。

以 上 セ 最 大 限 に 庄 力＼す エ う †ゴア ー キ テ ク チャ 五 方 之 ろ 。

〉
,L　ISエ に ヒ っ7は,　 kい 曲 の 一7>　1しゴ リ ズ'ム の 多 く 、埋 合

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 12〆



　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3、

.しfよ い 場 合 が 多 し・。 上 記 アーフ。ロ 三 チ19ま †ご始 ・ま っ τこrゴ か

り で あ ろ が 、e.M.　 u.のkい 　nsら1こ エ3乎 七dに 輪 レは 凶 ま

一 イ列 で あ ろ う 。　 　 　 　 　 _L　 　 　 　 　 　 　 　 　 　._.　 .

(2).適 応 化 ア プ ロ ー4-　 Il　 　 　 　 　 　 　 　 -`"一

　 ∨L5エ19,　 フ〈量 ノ主 産一1ご_ぶりF戎=宣 す る.ヒ し、う 、占・」こ特 に

主 日 し最 ゾ コ ス ト で撮 × 効 効果 吉 上1テ ら 喜 を 目 的 ヒ す る も

の τ あ る.そ こZ・ 　t:ヒ 之 ぱ エ ∫P上 ゾ下Z・ 吐 来 るEけ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,　 　 　 　 　 ゴ　　　　　　　　　　　　　　　　き

ラ乱 用 ヒ し,そ れ エ リ 上 の し ぺ1し ぞPpR　 e皇 　}:・合 わt適 用 さ せ

5。VL≦ エ チ ッ プ。UHP-(=Uwve古 αI　Host　 PFo()7SESoF)「 と

っ く リ,ダ イ ナ ミ ッ クr主 キ テ ク チ ャ1ご ⇔ 問 題 に適

応 さtる.こ れ は ス ー1　Xl"一.ハ 。一 ソ ナ1し の=〕 ア と 亡」 ろ 。

(32DA指 向 ア ブo一 チ 　 ー

　 DA(D△sん ⑱γしA【℃巨・Wtafi△n)o・ ヤ1}ヤ 才 才211ネ ・}(=V-LSI)

1=求'〈h、 少 量9>8u

種 の 特 殊 チ ッ フ。玉 ア ー キ テ ク チ ャ 的 に 構 二歳 す る ・ た ヒ 乏

1ず素 子 ヒ し てPLA構 造 ヒ し,そ の 構 造 のiii(li定五,　 [i>A

に',エ リ 解 ラ失 す る 。 †こ と え1X'、 シ リ コ ン コ ン ハoイ ラ は,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 12日



　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4

PL云PAシ ステ ム の 一 例 で あ リ,論 理rt　 sリ 構 造(=マ

ス ク/＼・タ ー ン)玩 盲 動 合 成 さ 焔,。.ts－ おPLAは 、ヨ

　 　 　 　 　 　 　 　 ヨ　　 　　　　　　　エ 　しリ　　　　　　　　　　　　　ロ　　 ド　　ゴ

の規 貝」的t構 造 ゆ え>L5ユ 向 きz'あ 誇 を 付 加 しヱ お

〈 。　 ま 仁 、▽LS工 ひ 牛iギ賀「と しマ これ らo、DA8…i君 民、U3頃=と 、こよ リ

Cus杉 山 εs畑 バ ヤ 鴨 ・、z.ms・ †端 綱 漏 揃 蝕"短

ti　Nぐ 「よ3こ と†バ み1ギ ら 止 ⊃ 。　 一一..一一

　 目D巨 大1論 理 空 間 ア.プ ロr≒し今 　　一 一　 ..　　　 　　 _一 　 一

　 >L5エ に9リ ま す'作 一ら　.-」h-5の(;メ モ り て"あi日 ヒ し、う

のほ その硫 の糎 さ6＼「治 っ 一?.9ち 別 ・Uしぽ ひ ぢ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 じ　　　　　の

う.し わ・し巨 大 メ モ リィ緬 は,論 哩 ア ド しス の 拡 大 を 意

味 し,ア ー キ テ ク ーチ ャ 的 に も こ れ 工 女 亘 る メ カ ニ ズ'ム 瓠を

老 之5膨 辱 が 大 き い 。 †こ ヒ21ず,32ピ ッ ト を 論 理 ア ド レ

ス の ‡旨標 と し に 場 、合 そ の 空 聞 にgvLヒ4(三 に も 及3v。

　⑤VLSエ マ ル チ チ ッ プ

　 こ れ 呼 〉 乙Sエ を 組di　 Anわttて 、 更 にPtきt」 巨 の

フ)ロ セ 、ソ サ セ 構 威 す る 場 合 の ア フ。ロ ー チ 宏 で あ る 。 一す 口

わ ちV乙5エ て"1一 チ 、ソ フ。オ蓑磁 力"可 能 ヒ 亡」っ て も 更 に 〉 乙

S「工 を 組 ∂ナ合 わ せ て 超 高 速 処 理 を ね ら う 幅 磨 か'あ3か ら

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 12こハ
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化　合　物

半　導　体

Mobilily:

　 Siの7倍 以 上

　 (1.Sbは 更 に10倍)

Energy　 Gap:

FET論 理 回 路:

　 30～4.00ps/gate

　 O.1-40mw/gate　
遅 延 電 力 横 はSiのCMOS

　 と同 等(αlpJ以 下)
ガ ン効 果 機 能 回路:

材 料特性 の研 究
均一 な基板 製造
(結晶 ・絶縁物}
冷却 技術(熱 電導率 はSi
の1/3)

信 号の振幅(0.6-0.8V)

オ ンチ ップCPU(FET):
　 　 　 　 ,　　　　　　　　　　　　　　　　,

　 10一10。gates!cm'　
20W,1GHz

バ ッ フ ァ ・メモ リ(FET):

　 100ns.1KB

機 能 モ ジ ュー ル(ガ ン}: 1

(GaAs) SiのL4倍 10-100ps/gate

30-100mw/gate

カ ウ ン タ ・乗 算 器 な ど

1.000～2,000gatas/chip i

ス イ ッチ ン グ特 性:

　 10～100ps

論理 回 路:

　 100PS/gate

　 4×4bits乗 算 器 　 '

物性面か らの研究

安 定 な素子 製造(材 料,絶
縁物,熱 サイクル)

基礎 研究
超高速 機能 モジュールの
試作 ・実 験

…

ジ ョセ フ ソ ン 消費電 力:

　2-5μw

45gates.27ns

メモ リ回 路

　64bits　 2.3ns

集積化技術
冷却技術
実装 技術(外 部 インタフェ

|
|
i

接 合 素 子 遅延 電力積=

　 Siの2桁 以上改善

　 16K　 bit57ns

計 算 機 シ ス テ ム:　
IBM370/168(16MB)

一 ス)

液体 ヘ リウム資源

i

光 素　子

光 フ ア イパ:　

伝 送 帯 域10MHz・Km
　 ～10GHz・Km

　 伝 送 損 失0.5dB!km

　 (L3μm)-3dB/km(0.85

　 μm)　 　 　 　 　 　 ,

発光 ・受 光 素 子1

光伝送路1　
10Mb/s～300Mb/s

光 機能素 子:
　 FFTな ど

光 メモ リ:
　 ホログラフ ィなど

高集積化光 ケー ブル

発光 ・受 光素子の高信頼化 ・

磐 繰 言 変換技心

嚢 籔・竺 ノ

光 ロー カル ・コンピニー タ
・ネ ッ トワー ク

入出 力機器接続(入 出力チ

ャネル)
機能 モ ジュール接続(光 バ
ス)

VLSI素 子接続

|

1

…

変調 速度数10Mb/s(LED)
一致Gb/s(LD)

寿命100不 時 間(LED)一

L.

信 禍 ・・
…

1万 時間(LD)

光 ケ ー ア ル: i
12芯x12層 ケ ー ア ル

`

CCD素 子:

　 実装 密 度RAMの4倍

　 128kb/chip,平 均 ア クセス　 時
間400μs,デ ー タ転 送

CCDノ モ リ:
　超高遠 科学計 算機用
　 フ ァイル メモ リ
　256M×64bit語

高密度素子開発
低価格化

CCD素 子:

　 1～4Mb/chip
磁 気 パ ル ア 素 子:

　 10Mb/chip

…

i

電子 デ ィスク
　 レー ト5Mb/s

磁 気 パ ア ル 素 子:

　 1ms

磁 気 パ プ ル ・メ モ リ

i

l,

1Mb/chip,平 均ア ク竺ス
　　　 　　 デー タ転送時間40ms,

パ ー ソ ナ ル ・フ ァ イ ル ・

メ モ リ100MB,10ms
. - 1

レー ト100Kb/s

大 容 量
　 　 .

フ ァ イ ル

・メ モ リ

磁 気 デ ィ ス ク:

i罐濤懸 、
磁気テー プ・:　　　　　 1

還籠∵w
　　 　　　　　 　　Do

大容 量磁 気デ ィス ク:
　1GB!ド ラ イブ

　集}!'iヘッ ド
大容 量磁気 テープ　 　 　 　 　 　 　 　 .

VTRホ ー ム ・コ ン ピ ュー

タ用7ア イ ル ・ノ モ リ

ブ巧4手

高密度 記録方式:　
垂 直磁 気記録方式

光磁 気再生方式
光 または電子 ビーム書 きか
え方式
ホ ログラフ ィ連 想メモ リ

多重記 録メモ リ

磁 気 デ ィ ス ク:

　 現 在 の デ ィ ス クの10倍

光 メ モ リ:

　 現 在 の デ ィス クの100倍

磁 気 テ ー プ:　
VTR式1014bits

.

●

●

1111.:



　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一～… 〉　　 　 　　 　　 　 　　 　　 一←　 '8、
一:二

4.3VL5f二 日AD二 二 ー　 :.》 　 　 　 　 　 ::-1　;:　'　 _

_γ ⊥ ∫ 工 に ヒ ラ7.一,℃AD頂1助 頁装 備 て"あ り・ こ/tts〈

て ほ 実 視 ほ 不 可 能.で あ3二2つ の 重 要 な 巾 イ ン⊥ か ・指 摘

さ れ ろ 。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .

　 ① 多 階 層 巨括 シ ス テ ム 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　_一

　 　 ち 式 ・論 理 語 言「し べ 【しか ら マ ス ク し イ ア ウ ト し ベ ル

ま で 慣 して 梼 続 さ れ て.お り,香 し 則 し聞 済 機 的 に

　 通 信Z"き る 工 う ロ ト 二 二-9-」し 〉.乙S..工_PAシ ス 丁 ム 。_

　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　　 　　 べ　 　　 　べ　　 　 　　 り　 　　 　へ　 　　　

　 ② 知 的(⊃AP　 　 　 　 　 　 　-i.　 　 　 一一

　 　 現 在,　 〉 乙5工 一に 限 ら ず 乙5エ デ ザ ィ　ン に 関 して は

　 ヒ ュ_リ ィ ス テ ィ ッ ク て」処 理 が 要 求 さ れ3亭 が 多 いが》

こ 砿 う な(燗 の)経 験 祐 効 に 利 用 出 来 る,註

は 人 間 に か わ り 、 処 理 セ 行 うDAで'あ3・ こ れ に ・!1り,

lElじ め て ユ ー ザ ー が ノ応 用 面 に ぎリ適 応 し た ∨ 乙 ≦ 工 主 チ 仁

入 れ ら れ る 」 う にV3のZ"あ3。 知 的CADは 現 在 米 国

で'盛 ん に そ の 試 イ乍 力唱 」じ ま っ て お り ω ≦tOM　 de≦匂いが 可 能

ヒ †ゴ ラ て き て し＼る.
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　 　 　の利 怒 毛 佳 品 アーKテ ワ4・e左 新 況 献 吟3わ で あ1)　t鶴 ンス私
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

　　　肪 新 刀 微 へ・移 行 性 。乙 す穿㌔ 課 題 τあ3.
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ユ)　 　6紛 高女　一『ラク知

　 　 　 　 甘L5は 斬 れ し;か つ ・v。耐 ・醜 ρ 古 ヤ.キ 〒ワ4.vの 創 面 咋 足 し

　 　 　 　 毛 研 扱 潮 裟 黎 塾 ゴ 制 、噺 ・1-a't7t・,,・17・L5エ アーキ〒ク句 の融 ㊨ を 鯉

　 　 　 　 碕 籠 伽 バ1レCc　 Lz鱈 τ あ{>S　 ・・

　 2-Dl桟 能 ノ分額 ツヌ〒ム

　 　 　 　 　 '・書して二擢 存 のオ匂ち 畜初 吊 高 イ舞 ロブ イ¢い易(構 築 し才 すζ,未練 の杉 ラ村政

　 　 　 　 ㌢・・泊ん し鯖 ζ南 牧 能 τ1治 纏 の1ヅ・・シス私 ・LA…レ 内 情2"き うつ 秩 能

　 　 　 　 ノ分畜皇シスそム のQl〒惨し1絹4も。

　 2-2)　　づζフ,　　,　　　、　"了)一　　　「「'7/■ヤ

　 　 　 　 　地 域 的.離 れて毅 置 熱 五3つ ・es-9・ ツ巧 ら 吃 疎 結 合 旬 仁め の

　 　 　 ..了一一　?ラ　t7　/a　ip。 矛ぢ出代 では 向工 のロ/かレ柔・レワーワ`・ぎ3本 駁4》 組 ンス私 の形

　 　 　 　 pa-tngGE.・'…t)s　1}繭 純 一・一ワ福 崎 茅・品 触 磁 衝 を 研 輸 司3・

　 zづ)湯 窪 溜 鳥 マソ/　 　 　 　 一　 _　 　一

　　　　一得菅枝句 材留毛 わ&姐 オ すっ郁 ∧ 弓印マシ/古 碑 夜間辞すパ のτ

　　　　η り牢 蜘 ぬ 灘 六 ・レ学 時,花 時 銚 ・溺 栖 ・

■

■

2一の 　「二9ベ ンZマ ツ/

　　　 辛 味 ンス柳 輸 血 ・イ〃イー市 ワ付や 宕 ⇔ は 鑓 「L硲L又 に

　　 高$Pワ セス で き3専 用 マシ/の 踊ラし初発 。

　 　 へ　　　　

Z.　S)治 マンマツ/コ 三二 プ 万 ン'21ア ム

　 　 　 人 面 向 ぎ の 対 詔 旨乞力 乙イン獅 シ}・ンZ)吃 る†踊字ヤ ゥZラ=ムt"プr「-9すS■-V5

　 　 　・1kisxうdiる 呪 え 肉 摺～ 。

●
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●

(3)▽-L　 ,s工41i　 iflb

　　　　　 7∠51■ 鋲 殖'・ 利iOA2ア ーキ㌣η4ヤ 商 権 南 淡～・パ 齢 蕎

　 　　 　 ヵ・らの 袖 土 バ ゴジ呂 。づ ㍗ ■ ワ々 への アブ.・一チ であ φ.

　 　 3--t)匹 一 ‡

　 　　 　　 ノ卿 鞠'穆 鋼 託 孝 略 体 る1のo砧 ・ヅzク/ir,フ ・ 程 かv∠5エ

　 　　 　　th　va質2届 丈 疋 に 夕 かすニピ花 目 θラ乞↓安 アーヘヨ'1　/t・vの禰 乳r句 税 であ⊃。

●

▲

3-2)　 、　　 4$tifd'

　 　 　 将 ふ ・・t～ つ アヤ ワ4イ ・galaa23ヰ 繍 ・'1・J,シ11・ ン2##£

　 　 　 輌LSエ ノ 新 紅 〔・シ;セ ・ソ ンts"。　%-3,　 ・イteXh#Lsi,zト(f'q.i4s　 "4)]・ 嫡

　 　　 あ え多イ碕.野 土ぐr－マ ㌧七,s。.　 　　　　　 ..　 ..

3一ヲ)-L

　 　　 超 高 草 …核 化 にgtb　 u　17L$/のz銭 ナk祈 ⑯'σ 錐 レ∠ちっク　こa　・a・{5・t

　 　　 餌 ≠ す施 ぬoeAD(どn',rRwt-・ ・4iみ式且 つか)と ち〒イ6諏 」オ」τ割 戻1句案 づe・

`4)シ ス〒4イ し 」支う亥

　 　 　 　 一　 オ5世 イdぐコンビL■ ヲ 乞 シスヨム・乞 しZ　 寺 』めb杉y)φd]ラli　 4手 乞 材 τ"2～リ'

　 　 　 　 　 ア ー夫「一ノ7!tヤ　 ナ鼻繁 多ムEギ1ご う一マv37。

'

4-1)　グ'イナ三・ク　　_≠(〒ノ7∠』P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　　 ...

　　 　 '蕎 つ ス〕聞.マ ン又Lシ ス私 ・孝 軟 椎 ↓商 亀椎 を保 証 す3EbE,　 9S'Kt

　　 三。7・マイ知 ワ ・助 ジ クズ ・㎜ 花 柳 ∂ 箸 。 アーキ〒咋 指 肖 も 研 究 月桃

　 　 づ「ヨ 、

4-2)　 ・ノブ1_～7づ!イ5fE　 -fl　7ー キ ・〒!7∠|一ヤ

　　　 ソ7晦 アのイ硫'砿 絞 託 酷 易 吋3働 のアーN・f74・樹 齢 ・よ〆　　

ユイ 卵 、2蜘 。 ソフF・・;i・・ア、パー晦 ア 瓠 蹴 鞠d馳 、ρ・・徽

　　 寸5仮 想 化 杖 術z研%開 花 百舌。

4一う)超借 イ後⑫ イt才女ジゑ

　　 　 メ・行 双 ・敵,磯 路 故 障1端 物 借 る ・ンtfa　'9ン 微(^-L'

　　 ウ≠ア,フマー久匂プア,ソ フ←Wア ・2Z含あτ)左 目指 事 捗 該 ・ηβ欣 朗 藻～τあ3。

4,4)知k{多 髪そ　 間 奏 　　」・i

　　　 細 い7,　krO　ltf概 念 に↓ヒブ乙コン己 つ の,宮本設 計/編 垣 設 計 のたあ

　　 の 方ラゑ諭 ヒ 〕荊聚～女 梼 シス7白 の 研 ラし}袖』芯2ふ あ3。
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　 　 　 　 　 　 　 　　　コ　　　　 　　 セロ　　　コ　 　 ひ　　　 　　　　エ　　　ロ　　　 ロ　　　　　　　　　　　 ヒロ

図6.1)5世 代 アーキテクチャの用 梨 の詞 め 方
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d)　 　　ノ9B」宝キ ピ桑 三ス"のヌLトーリー

1一久)　 /9.8S4eめ ど1く 、横 舵 徹 ンステム ε実ノ免 し、パ ーソrlレ コンe・二つ

　　 　ネットワーク乞 、所 見 用 ツー・レ亡し之 隔 苦 口.

　　 　　 こトぽ 個 々の 厨 克 楼 閣 で ローかレネッ「ワつ 乙して・織 昆 陥 乙乙しに 、

　　 合 目 の研'克 機 関 乙結 ぶ 全 国 的 †よネヅトフワ とも含 む 。

1、'一の 　 ノ"一ソr,レ コンピ=一口ー夕1"　N'ム エAア な ど 、そ 識 情 報膨 竺技 術 の 研 叉,

　　 　 詞 烈 、・亘 して(言詰 乙 ナ共 同 パ の も含 む ・

1-⊂)機 能分散 アーキテクチャの老乞うを整理 レ 効 率的 廿機 能分散型言精 機

　　　 の実験 機 工 開発 し、性能評イ面を行 う。

F幻 甘ム畑 ・ついて鳳 じ○ 用の痴 言…虻 、試 作 の醐 の フガ リケーン・ン

　　 　 の ラインε 整 ・偏 す後。 こ十 七ネッ下フークヘ キ手ぎし⑫ ・

▲

1-e)　 新 アニキテ クチャ の 石音唆二に 基 づ く実験 二機Xイ 乍 ソ、ネヅ トワーク に=尾 結 す6。

　　 　ネ./ト ワ_ク 中 の マン ンを イ豆 って シ ミェし一ション に 工ろ評 イ面や 、・ノフトの 冑 癸iを

　　 　寸寸旭.ま 亡 、遠 隔 地 か ら試 用 して、井 ることも可能 ヒす う。

ぽ)考 「し・ワ ・・グラミンク宅 語 ヤ ツ フーウェ了砿 鑑 ゑ 、その艦 知 識 隔 夜

　　 処 亙 の基 本 こな 三才筐論 の毛 ムや 矢 諌 表 了見膓ゑの苛 え し、このネットワークや

　 　 ノ・.一ソカ レ コ ン ピ ニ一夕(ム エβ 戸 マ ン ン な ビ)と 用 いて 行 τ∫う。

●
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t

(z)　 　 /990#一 じ夏 まZ'O)ヌ_ト ーり－

z-一・a)一 一1新3一 キr⇔ 矢 に 圭 っ一己 推 論 な ど ε 高 速 バ サ ボ・ゴ ⇔ マンンの 開 乾 、・

　　 　 藪 乞 おく。　　　　 _　 　　　　　一.._、 　　　　　 ・　 _　 　　　　　　　、　 _

　　 　 　 　 )』 らの 新 しい ヌ ンン乙 守核 とし、そ"A－ま・でtく ぞ き之)Σう 機 能 ・分・散 散ンJk7ij＼の

　　 　 ネ ・トワラ ε 私 見 し、知 識 情 報 処 壬星 の 働 の ソフトウエ3(ip　 5ifecソ フト

　　 　 　ウェ3)・PN'融 イし て^き るくらい ∂)速z友 ε 実 多更ノ可る.　 .一

　　 　 　 　 菊「レい 了一キテ クチ…se'に」 る マンン ば 、このネットワーク ε 梼 辞しぶ ん 、評 価 や

　　 　 　ソ フト開 花 ザ 行 なわ いろ.　 　 　 　 　 　 .　 _,　 　 　 .

ユ ー レ)　 こ+ら の て ンン の 部 品 は 、一汐 く堂こJZ♪ 王化 さ一 ・三3・

2-e)　 ノ9砧 年 頃 まピに 完 成 し†<機 能 合取 ネットワつ の ロ三か レネッ}ワ ーク部 分

　　　 ぽ 新 チ キテクづ㍗t・ 基 ブくマンンe9、W　 Lし て(しのt・・、成 長 、拡7vzvb。:

　　　　　タト辞 との 寝宿 しは ・.日」21s・の主 要都 市 の13杭 海 外 とt接 ＼徹4し る,._.

■

14d

澄



■

●

「



●

1、　　う{フ　ら　世イ)ぐ　コ　ンビ(iユータ　　〃〕　　づ　メ　　ー)/"　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エー44

　 Ll師 究 廟 発 の 青 茅、　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ±44
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1、igUt#

1.1　励 起 開 毛 の有 景

(1)ネt'会 グ らの 手 ぎ旨

`

　　　①90・年fく社 会が 期 循一下る情 報タ〔」多里牧二子庁

　　 ② 三具の情報ゴしネ仁会の到来乙その高度イし

　　 ◎ 生産業分野 の芸念 校」術 乙収 の寸蓑報主 星技術 の後生11急増

　　 ④ 枝－tu固 乙椥 府 戦 国 とし之の国際 ネエ会 に靭 乃 責務

..◎ 醐 矩 の基礎 杖 術 の研 見開礼 能 力の1叉手性

② 　技術 些豊 の熟 成ヒ新 枚イ哲 に詩 才ゑ期 待

① ノ＼一ド ウェ3面Zlの 進 歩

・ ア 山 王 の 集 積 化 技 術

。　 煮「素 チo)町 育巨]乞((7,t
.　A　s、JTJ7.ル テ)〈 イ又 ・・'戊

・ ・ト翌 化iC
.1　Me〈 能 奇 絶 了一キテ クチャ

。 高 度 並 列 処 ラ呈 色 目指 す デ ーヲフロー等 の 新3-ft子 クナヤ

。　 通 イきネットワープ利 芹い二よる広 域4「 散 イヒ.

② ソフ トウェ 下面 での 進 ～ラー

■

。　 ソフ トウェ5工 学 の 遠 歩 に 寸⇒i菊Tし い フ・ロ クラ∠＼構 成 ン去、(デニヌ†臼言)

・ 許 与 の壬 硬 論 の 遊 歩 とtStレ.・ き†算r三 テル のだ 菜

。　 フ。ロ ク'ラ∠＼グ)i≧正B目 ヤフ白 ず力合 成(つ 所 見

◎ 六二 ㌘ 能 頑 完,マ ン でンソイ ンタフェス 己 の 進方

。　 メ_コニを 能 ン 辱 諮 く、べ －K† まと二"言1ノ亙 ば 処 三里 守つ云 の 可 罰う1・丘

・　 囲 う杉 、画 イ象 、音 声 、文 字二†よ ごの 桑 ・…莞≒(乞 可 紅玉と 丁3ノ ＼・ターン き恐 ききく枝3貢

ユ44

◆



/・z第5世 代 コンビ㌧ 一タ ・ラステム'(ホ'あ られ ゐオ秩 龍

σ)喜 門 知 識 ヵく付くども利 用でづゐ 使 い易 い,機能 、

。音戸、図形 、画像.文 章1びど'IC　cPゐλdiメ力機 能.

。 自ヨぐ言語 や 国 育多にホゐ饅 型処 理 機 能 、

。 専 門 的 凌「知 識 かミ利 用 できゐ筏 能

(z)判 断、皇恩 法足 が縮 齢 人間力バ 替 れ ての桟 能

。 月影大な 蓄,積デづ7か ら自動的 に関 連レ情蓄反を貝ヌリ出せる機 能 、

。 勃 観 ていゐ テ三夕seど1(、 禾タ・の問 題1てタ甘して」鯉!し て

　 条i}論を得 る こど択 でさゐ機 能 、

。 新[、 澗 題 の鵡 酪 を 鹸 κラ酬Z・ 輪 形1て して自 ら

　 膓Z避息ずゐことb〈　(・　5ゐ 横 舵 、

(3)多 様 灯擶 ぷ通用⇔ ゐ柔軟な構成 き可能 助 ゐ機 能

。 薯求に最遥Lな システム0ミオ講域 できゐ才幾能 、

.泌 専 に応 じ・犬規 摸 蠕 樽 処 理 ㎏ 大量のデータ管理 縞 速 に

　 こπ 」こと広 でヨゐオ役能

・ 繍 動 ↓獣1靖 じて ピ滴 ンフ∴カ ッフ滅 τ・昼 易1磁 張

　 でうゐ機 能 、

(4)フ 。ロブラミング を勧 に ずゐ オ幾能 、

・ フ・ロク弘 をコガ ユづ 自身却 乍域 ぴ鉦=藺 機 能 .

・ 轍 醐 こ時 綱 楠 元・し好くとτ コン巴ユー鉢 判断 し

　 双i哩で・きゐ才蒙能
・ コンPユ一働 機 種 頬 宕 蝦 晒 し各 菊 間 処 しうゐ撤 能.
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(丁)コ ンノΨフトでコ ストパ フォーマン入 の一旬 毫屹 シスみ 機 能

(6)遠 隔 地相 互間 に,ガいても 高尾な●散 処理 を可能 ζδゐ シス

　 テム横 舵

(7)高 信頼 性技 能

。 故 障 に寸ゐ 影 響 を最ノ」・限 にずゐ ための 自己修イ2機 能

o検 証 力く履 易に行 える機 能 .

。 保 ξ刊まに 優 れ た システム機 能

(8)高 尾 えf臓蛋保 護機 能

!46



1、3第5世 代 コンヒoユ一夕 ・システムa目 標1家

弟5世 代'コンヒ。ユ一夕 づ ス テム1才 、従 来の コンヒoユ一夕の 技 術 的

祐ll約 を 克服 し、/ρ90五 代1て 客 来'されゐ ぴあろう 這1り蔓な 機 能 にプ†

1た・しうゐ 、 革新 的 ・な 理 論 と才薮蘭 に基 プく 新 しい コンt9ヱづ7・シ7テ

Aを 目指 すLの であ ゐ 。

　 ゴた 茅5世 代 コンヒ?ユ一夕・システム は 、亭 」4i技術d)研 究 日日発 、ラス

テム 設 計 、試 作 等 の6ズ テッフ。s経 て 、/090　a代'初i須 にleiフ・ロ

ト9イフ・a開 発 を え5δ ゐ こと9目 才票とすゐ 。

ム

第5世 代 コンtg.ユ一夕・ラスラム 「8/〈9(90ヨ代1て 伺 」う、って 多様iL

寸ゐ ネt会 的 」手話,て 応 え得 る]蔑 育εを も つ 、ヌ口詩 腎青鱗処

理 指 向 の コ ンヒ㌧ 一タ ・シヌテム であゐ 。

力)　 膓Z述.系 　 (き 語,、 ノフトウェア)

新C用 分野 に対応 で弐 入間 の 要求 と コンヒ0ズタとのi"vッ ア

き少!冨くすゐ 記.丞糸、

。 自然 苔諸 、宿戸 、 図 形 、画 像,記 局 の 呑 理 解 機 構

。　ノ情 報(デ 三夕)の 雇』朱 を理 解 し、知コ識 として手り用 でさゐ積 樽

o　多Z母鳥 していゐデ三夕から 自動 的 に 関 連」清 華6～を取 り2ミず連 想 才苔構

o記 ノ危 し(oゐ デ三夕Zlfもとに 、未知 ♂ 問 題1て 対 して推 理 し茅書論

　 を 善 く推 論 機 構

。　項ケしい 問 題 の ク寸/£・内容 を 高度1て ラ舌用 で5ゐff多 に して 自 ら5乙

　 雇≧・すゐ 考≒易フ機 構

ユ4〆



t

(z)機 械 糸(八 一ドウ・ア,ア ーキテクチャ)

　高集積 化枝 術9最 大限 に生かし、多楕乏な処理9寸象K」必

合する樹 成魚 、

。　言セ述1糸 に 最 適iな アーキテクチャ

。 超 並列 マシン・アーキテクチャ　 (ノ1一ドウエァの五刑 構 ・遣」乞問 題

　 に応 じた 構 成 に ぷ 澄 せゐ アーキテクチマ 十合 計れゐ ・)

。 高度 な 分 散 ラヌテム ・アーキテクチャ

　 　 .広域 分 散,機 能 分 散,毛 克 ラ一型 システム,既 存 型 システ

　 　 ム の拓 焼

。　 >LStの 機 能 を 最大 限 に 生かδ アーキテクチャ.

。　新 糸元}「(〈物As'JJ笥)に もラ寸心 でOゐ アーキテクチャ

(3)第5世 代 コンtOユ一夕・シス テム の イメ ージ'

　 ↑
躰 応用
ソフト戊 ア・シ《テム

基礎 ソフト功
　 システム

新]ゐ ヤテフ

(マ蕎 痢

知 識 利 用 ラヌテム

基 礎 シ フトウエア・≠ラステム ¶

マ シ ン ・ア ーキ テ クチャ
。

　　　　　　　　　り肪
機 ネタ<.ア 一口

新 フ¶ブラム言語

夕日的 フ・ロフラミ♪フうヌテム

タロ識 べL《壱才望シズテム
'

鵡 論 理雛 テル

関 数 型 毛カ レ

デLS7フ0一きe壱{テ'JV

　 テ㌧ タフローマシソ

　 i新ノイマンマシン

(鴇
広域 分散

機 能分散

モジンラ一型

i4δ



⑨

2.石 η費 用 を の課 題 しス ト リ

2.1閑 発 日擦

2スt石 升究 開 発 テーマ

第5世 代 コン1`)ユ一 夕 ・シ 《テ ム

2、1、2開 奏～目標

。 誠 肺 野 に対バで き、欄 の 浮 栽 コンげユ一夕ど瀦 ぐソフ.

　2小 舟くすゐ多己述糸 と、高集積化校術 を最大限1て生かし多

才i4な処理 ジ寸易(1て適 合 ずゐオ表元成・余を有 する、夕日言載積 皇陵処理

才賄 φ コンヒoエ一夕 ・ちズ私 欲 射 るr

。　　/990左 武 ネ刀頭1て　フ。ロトタイフ。th開発 を完5す ゐ 。

■

t

開 発(目標Kっ いzr3、 、イ麦期1て お いて 》茅5世 代'コ ンt=oユ一夕・シス

テム 実現1て 泌專 な 研 鯛 赤 課題 崎 し具体化 ずゐ ・

143



1

2.1.3

　 　　 d)

　開党内s(総 論)

　　 ン又テム の イメーン

　　　　(機 能 イメージ)

人間系

Key　 technolo9ア

処理系

邑

回
1

介

音声理解

面像理解

自然言語理房

知的対話処理

　 介
知識表現

メタ知識

推論根拠管理

　 　 介

計算の意味論

デ ータ構造論

メ ッ セ ー ジ.フ ロ ー

計 算 唆 碑

VLSI

^一 ト・ウ エ ア 設計

記号実行

PROLOG

関係代数

ソ フトウエ ア設計

人 工 知 能

システ ム設計

デ ー'抽 象化

■

知1惑 情 誼 処 理 ン又アム(K

■

●

■

　　　　　　　　　　　　　!P∫)の 建方的校 規

高反 怠 マン マンン・インタフェース(i→ ゑ・r和理 解 、知 的 ぺ 話 能 力)

問題 解 え 職 能.ぐ ザ知 識 の保 育 獲 得 乙推1論 機 首巳)

ソフトウニ了の駒 午(ザ 非 哀 情 処 理 手 習 ・推 論 、非 まえ 了、レゴ ノズム 、

　　　　　　　　　　　　　　 デニタキ白象'{乙乙ア髪肩 白勺フ・ロク'ラミンフミ

　　　　　　　　　　　　　　 ルー1レ・べ一入 つ ・ロクラム麦ゴ乏)
　 　 　 　 　 ■

ハードウニ「ヲの妻イ牛(→ ・託 る処 三上マンンノデ三夕ベラむ マンン)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ひO　 　 　 　 　 ・



「Vzs工 科
J

応`市 〉樗 ホ'(=一 ズ ノ

　　　↓
芝 ・θ7柊 有乏」

、

　 　 　 　 　 　 ミ　　　　　　　　へ　　　　　　　ぼ

ア ー ヤ7ー クAhS　 sth「s'　 /r〈

f

も

R.A.　 :i　 irr　pgア 一 千 〃 汗(Peu・1・dノ ・M・7ん ・腋a　 5ノ

[.A.　 :ifi　 rc　 bgア ・一　{テ グ アセ(εV・ ・1・,一{io・z・r7　 A・ ・A;+・efures).

,司 　 言 口r祠 韓 ア 一千7クテki'　mヒ らL7
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .、

lj⊥ ・



■

φ

t

(⇒)　　 ノ＼一ド ウエヲ'ン 又テム

豊㌶㌫ ㌘㌧ 語曝 露㌶ 語の

　テ㌔タフロー機 構

　才由象デ「夕翌 サホ　ト=機構 一構 芝 メもリ

　　　　　　　　　　　　ヒ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 タグヲーキテクナヤ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 フ/レ ベ 、レスー/ヲ

.一.関イ糸デ ヲ へこ一具 ナポ ート機X薯

　 菊「ノイマン機 構 一　　　　　　　　　一連 ノ想 〉メモ:L)

機 能 ゐ「散 了一キテクチャ.

L適 繊 能、縮 頼仏

叶三皇竃 ご

① 個 々との機 構 は 、そψ)ぞ口"研 うし開 花 課 題 ぞあ る。

② 了フ・ローチtしZ{a.ζ っの 拡iレ τこマ ンンと しく9fte)し ε 又 タートゴく つ。

③W)り の間 の村 夫 関 係 は

④ こトラは 将 来 融 ・合 わ ブ し

　 し4ん甘 いし、、6且み右 わtて

　 用いら"NsP・tw-Tδ い、

　 理 マシン
(旅OLO年 マシン等)

関 数 型 マンン

(L[メ↑万リダクンヨ/之 シン等)

抽 象 データ翌 之ンソ

£h-)レ イヒサ木 ート)

関 係 代 数 マシン

(関 イ糸データベrkVAぐ 一ト)

てンン ・コンポ ネント(ゑ 恕 メヨ閂 「の却 ≡ の レベ の

1二」2



ぐ

繊 こリブト司 ウ 炉 ＼

　　 祈 殉 鳩 概 知リ ブ物 Σチ シ答　　　　　 綻
}弓心ひルステム1ぴ'了穆 と妬ラつasノラiづシス号か・鬼 核灸

　　　　　 勿㊧りうさ・

　　 知 協 く・・ス移調 シ戸〃、

　　　　　㌶ 驚 宏 ㌶ フ胸 飾 味'

　　 第牙イフラ7`一一　z.・ラ4テム 　　　　　　　.　　　　　
ノ鋤 算瀦 ス川 越 へ杁 効 ぷ 一ゾ,傷 み の

　　　　　 4曾 パヲ仁レ4σラ蚊3,

尭iFえ タlnヲラトラジア・レ戸 ム

　　 差条 々o沼 南 怖 ∫ラム

レ 駐 ・困}地 幅 勾r声テラム

↓

ψ

ljJ



φ

　 ・7ひ乃ム乏涙 〃 カム

　 レ櫛 ・'7一停 ラ・〈ρフ)細 細1ラA

　 ラ・ス弘4糀z)古 グラ〃＼ 、

L　 知 〉故 度 疹塑 ・瀦 フ㍗ご愁 、

芳年 むθ知 殼くご一入

t

システム ⊃日建癌 多)三ρ∫アジ

「

「

「

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　べ

ゆ穿}ε苛 老 べ〆ス

麹 翁 診 診2∧ ・レ入:

1嬬 徹 鋤}べ 久 　 　 θ鏡 澹蛭 ㌻又・

克9彪 醐 負1♂・k

6%μ 彪'癖 、裡 ・舞 ス71デLやス　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 」

　 　 　 　 　 　 　 　 ロ

ノ〉ドらづ・シ廷ムピ着 工レやス

ソ外助 シ賄 寸 痢 ぽ 領

Pラ1翻嬬 誌 為

プ リ 「ラ〃、才 略 マ勾 了1ノ・ぐ一ス、

脅 グラ川 留 老 堺〔〆入'

　　　　　　　　　 ]

ラタム1短 べ久

Mv-2トアvフ儂7ムを ぺ1ス

祐 ≦エ}知教硝尺久 　 　　禰泌 肉離 ぺ久

}悌 教 子キη午マ・〈㍗一み 　 　 　 1

重 五{τ 材c型 巡 覧ム_一_._.一 」

li)4



巨

　
-

　 L繊 細 イ部 ス ツ スひ 侮`)彬'ス ・殖 め

　　　　　 菅 沢劫(畑S・ 杖)シ ス仏　　　　　　　

忽 《飼 弔花 紡 》/λヲム,惚 敵 視 ㌢)〈ご・ス,合本

　　　　　　　　娼)2V)　An－スt含む,

　　　　　 {タ鰯(屍91る)入 蜘 シ;ヲム

　　　　　　　　嚇 綴 巖 聯 蹄 姉 ＼と

　　　　　 固 め・砂{薮 入訟カシスヲ久

　　　　　　　　無 臼ち笥枇 袖出鉱跨・才㈱ シ万ムLL汰
　　　　　　　　 べ一入鵠 も、

一応IDシ 大仏

　　　嫡cβ ε/と刀Pシ ヌラ∠　 　 '

　　　侯〆う　ご、4」システム＼ 、

　　　 よoO　 OA　 システ∠ぺ

　　　鰍 粋 解7ト

1jb



2.2　 石吾究 開 示≦課 題

　　 才5世 代/;　 C9ユー　・/シ フ・そ乙、 五 夜亮Lち3毛y)va・'タo与 イYl・ ∫司 ケ 乙研

　 %聞 経 午 ヘマ 得 題 ぱ 才比 巨 働 郵 穿奈 イじ才 τ あ 勃 ・・弓 の内 容1才 以

　 /Fの －Sり τ'あ る。

22,1　 基 礎 理 論(ソ フFeeアンス仏)1刻 生 石η乳}招 衰～課 題

(D　 基 斑 ユ乏上ウ多ア ンズテム

`

堪 論 マ シ ンt　 %ロ 識 ペンス じ 基 っVLt　 r=才 ら 世 イゼ コ ♪とち 一ク""ス テ ∠へfO　xi

サ か ヰ す 〔・き 撮 し 核 と口 る ・ノノト 彪 ア ・ン ス 私 τあ る 。 こ の ・ノ井 ウ。

ア ツ 《■白 互 用uて,瑳 才 陥 ・用 リフレ⑰シア シtl　E　A牽 　元蓼 ゼ の アブ・']　`f－ツヨンづY－イ手ら末Zx。

日)遜 旦 .融 ∠ZTム9KBMD

　　 　 知 識 ペンス管 チ里 ツ又テAl才 女ロi識ベニス1二亥寸する三口 用 の{湧珍 システム ご'

　　 鍋 。 これ ε 薬 旦 和 仁め に{才 嬬 あ迦 表 現 プ培 と 豊 積 方 輪 知 識

　　 の利 砺 病 知 識 の更新(鋤 σ,尚1味,挿 入)方 系 等 、の研 究 献 従 や

　　 集ロ諏 ペンス.多生z才・任限 支キ裂ツス巧Aの 湘 馳 丈N>'～が妥 であ る・

1一ユ)　 矢口自今 フoログラ ミ;(フ い シ7L.,アA

ユーサ㍉4拍 ・ ぽ が ・・ ア1・コ'Wム バ カ 〈知 識 や ス)力 吻 ・鴎 可撤

6后 を 梼 つ つ%グ うム を 取 り忠 レ,方 丘多命 しfgかこ・わ,苛 苛ご レ・合 う 才柔L　i=■ あ(す3

比 担 け ぐらt?・t・T:フ・・物 白 が ・朝 ご 左 顧 釦 ・三綻(2・2.　 ・t　2%易 ビ

糠 そ〔多z}'壬 ♂ ・;.　7s〒 ム の70」　%左!6f-一 う 。　 　 　 　 　 　 　 　 　.

`

1-3)　 i新 フ・ロゲラミ;ゲ 吉 言吾

　 新 フ。ログラミ;ゲ 宅 誘1'S、 ヤ5世 イ〈 コンじち 一夕 シス亨ムm・ 全Z・a・ アブρ㌍ヂ)ち

ン1・ 宮 阜 再 構 能 口 とsot・　tの τ あ る.　 ・の ち 詔'■i⇔ ン アーキア74

ヤ 多生已 の 姐 孝～そ 、t　ts　eo毛 パ 乙',　Z物 毎 ソ フLOっ ア 刀 問 題 主、(佳 彦椎,進 化

姓)左 如 同 説 のZ・ あ る 吐 自 宅,知 知 能 や フ・・7ラ 暗 謬 論 箸

の 成 果L・zの 関 数 型/爾 穆 型 ア ・ク"ラジ ブ 惨 ってt　 m・z"あ る.

、

bb



(2　 墓 奉 施 、用 ソ7Aウ 熔ア ソ 又テム"

　　　 ■5世 代 ・・t・t?.・-eシス五 ∩ 穆 ひ 海 用(⊂AE/CAD,　 DSS,　 bA　9afフて…鴎 と

　　　 協 高師 ・充 乱 織 能 文 れ め垣 下立 毛ので,弘 和 緒 穐 名修 理 僻 ン万

　　　 ム の甚 孝 楊 飯 磁 気 π・ラ古 る。 舌 理 解 ンスそ∠い エぼ 姉 出 潮 虫 の邦 弘

　　　 垣 麟 巨市 と・ウ 裾 雇一τ`¢鴻 寸δが,つ … ン剤 一η後 壮 行 ・3Me　 mソ7

　　　 F悟 アヅヌ恒 一・絃 壱化 が国 られ る。 せら{㌻,新 し・・為 機 能 で スマ一所

　　　 マンマツン.句 フ。一ス シス勉 ・・檎 ル ボ 絶 戸 。

　 2-1)融 鰭 膓毛,dン ステム

　　　　　 白藍 蕃 書理 解 ツス輪 ぽ 矛 自賠 マンマツン・コ三戸 プ 乃 ン 実現 ⑳杉か ・

　　　　 '鴎 臨3。 推 論 レ 知 識 や ス 鯛 いて商 無 言呑丈 ・楴 註 解 不恥 、.

　　　　 意 味 々謹 話 を 理 解 窄 ㌢し 〉・問 題 解 ま の横 構 ボ!夕 霞乞有る・ 古・しじ　　　　　

峰`毛 描 象 、。.彿 理 解 。一綱 う品Wけ ス私 錫 硯 嗣刷 ち

　 ユー2.)　　●　　巻弔多　 ツ ス『「ム、

　　　　　多ち詔 閣 のる形1(1舌、忽 ゑ の国 陳4⊂ に4苦 い'≠ 勇 花信つ。2-　1)乞Etlご,

　　　　 翻 訳 徽 梼 評 ・識 べ －xeM・e味 用s3朱 、徹 閂 や7ベ ニス 輪

　 　 　 　 万万ワ己かご'必、専 と†き.る。

　 2-3)壱 ≠ 理 、 シ スーfLA　 　 　 　 　 　 　 　 '

　　　　　つ端 つ ・のヲ儲 燃 城翻 訳 確 の々縁 の最古 編 の神 殿　　　　
と・Z嶋 曲 る.㎞ 識 ベニス醐 ぽ 多輪 卍 釦 蜘 理 姪 イ史・場 ・・

　　　　入出加 ヰ ウイ 励 碗 が'小 書 ・"あs・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

　 2一の 　 }鉋耳多、ψ、{裂 多望 肩　システ

　　　　　 1躯 ク.画 像 唖 、水 室理 解 し、処理 し悦 鮪 図形 画 像 搬 索 う3シ

　　　　 ス守ムの祈 ラし左 行 づ。　 }到噺ケゑ6雪レ楕dir/の 多乙正 ジゑ,こ れ ヒ名湯 もの角

　　　　 一%,1工 戒 ↓灸術,VA　 m笏 双 ㎞'ψ ・薯 であ3。

　 2.s)-L

　　 　 　 　 優 物 コン㍍ ヨ,シ,/シ ス7A,如 θラ考禰 シ77ハ 、緬9レ 万 ・F・;・・ヌ絞 輪5勧 う

　　 　 　 アブ.・1テーン・ン 酪 易'・ 知 識'15頚 飾 理 以 所 露 聞 世3勘 隔 ネ精 艶 よ7　一#es

　　 　 　 イ仁k自 励 丁11L重 視 しち ラFし用♂ 知 多叡 利 用ンスアムE㊨W孔 廟 ・4～す6。

　 2.の 言三号 理 解 ンスアム

　　 　 　 　 き娯,論 歎,フ ・uグラム汐 ニム 当 裾 化 拠E帽 額 礁 現 臼 聖解 の横

　　 　 　 i霧tθ 目らか1;一すs.　 屡イ苓的/・12F,灘 ぺ 処 理 のヨ互用}司 廼皇解 決 ジヌアA化,
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2.2.2 .アーキ〒ノ74ヤ 〕袈V走 厨i覗 」袖塾 課 題

θ)　 新 アーキ〒ク4ヤ

コンes=一 ク,粛 知 和 蜘 練 処 理 琢 イム 輌 の 乳 ピ 五4扉 す アー市74㌣

の研 究 廟 酷 乞atgラ ピ しV,う セら世4穴 コンヒち一9ア ーペ〒ワ十 へ のP7フ ⇔グ ウン

釦今アフ。ロ'ケ τ 万ピカ。

1-1)述 多五 老　.li望マ//

推 論 の碁 牢ekし),才f三 鉋`1乞詔1.i丘い雀現 ノJZ宿 すプ　述語 論 理 の 討幕

御 レ酬 ・り嚇 ・・グ語 別 ポ/同 行 ペ ヲフ缶 ε 嚇 劇 計 るジ
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L・)」魎 と∠

　　　 宅乙考拠 理1つth・ 媛 諭 白楊 盤1・ 易 づ之 、閲 敬 呈 切 毛デレat・　S・U"　fnグ

　　 う三ンゲ 吉語 左 サ窄 一トす3ア ーキ〒ク午ヤ を 研 呪 聞 茶4治 ・

1づ)一 ∠

　　　 剛 希代Wzイ ・9フ・一為 議 了3砂 だ あ11プ 硬 理 曝 右鋪 て刷

　　　と口 村 パ 嫁 の斤ソ7ベ ス シス私 の弍核 ヒ恒 場 之躰3・

ト・午)4由 象 イニ!ヲ型 マツ/

　 　 　 巨柔 で 纏 雑 毛}・ノ7← 梅 ア のモ方 一1レイeち"ab-r.し2　 "アーRヨ7今 ・ヤ 但il小 ら サ オρ一ト

ー 巾 ・、1穆 誤 イぴ ・、鱈 パ イ鯛 の メ乙・b楕Lぐ … セフ加 枝 籠 球 あ3

　 　 　 二乞力ぐ　 ]iPノじ・2東霞 ヒ筒3。

1一θ　〒'L・フ フD－ 　て～ツ/　 　　　　　　　　　　　　　'

　　　 畠融 剤 廻 ♂埠 イ往 日晩.レ,整 列煙 を射 的 咋 恒 つ フ・一

　　　辞M魂 ブ<7-kiワt・i」 の喫1丸 を 物 目線 吋 ⊃。
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1-6、r家所 ノイマン　く7ソ/

　 　 　 /イ マン『劉7ツ ン ⑦ 改 」し1匂 らイバ じ 診)ji麦つ7L　5エ イtに より、 ノイマン型7N);'・ン

　 　 　の利 息 丘 佳 嫡 アー,・〈丁η知 友z酸 三献 ～す 肪 ば あ1い 鯖 ンス私

　 　 パ 新 シス微 へ ・移 行'、 駈。乙 子 書 信 微 題 τ あ3。
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(ユ)横 合尼ノ分・1箔女アーキう7∠ヒャ

　 　 　 　 　 'v・7L5!揃 鑑 、,吻 っ ・v・!。t・・naO　t、 ヤ.キ 〒ワ 侮 の 創 面 咋 丸 し

　 　 　 　 セ 疏 開 裟 御 題 で剤,噺 ・1　-A'T7ai　.?・1・LSfア 一行e・'+Tの 融 ξ 譲 蒐

　 　 　 　 　碑 旋 輪 バ 、レ ・・⑦'痴 τ あ ろ.

　　2-D技 能 ノ分装 ソヌ弘

　　　　　 一貫 、て、チ姑 のれ ・ち 南鮮'砲 イ6批'イ2・蜴 ・ 構 幻 づ くメ今オの才聯 隊

　　　　　ei・う伽 ・抽 乙,協 袖 乞τ品 元4頑 ツ・ンZ私 し〔酬 労 灸 ・いまうつ 獄 能

　　　　 冷'苔4シスそc、の 万斤1忽二'玉絹一考i～。

　　2-2)字 フ,　,　　ア一文=7ワltヤ

　　　　　 燈 致知,融 恒 設 置d・ い3つ ・巴 ノノ'7Z〒∩ 吃 陳 辞 ・S67　T;め の

　　　　 了一キa・7・/a・、p.朽 蝋 で蘭 医 。。功 ・レ午・レワノ7・・ど3禰4撤 ンスf久棚

　　　　 態、壌 ¢ ・古 、い 妬 ・{一ワーワ・融 鎌 御 伽 醐 往 研 天 網計 る・

　　 。づ)統 鵠 夏 マソン 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

　　　　　 科弾 呼 雛 協 働 抗 心・・輪 マシ ン 丸 徽 琉 璃 のτ'

　　　　　別 練 ・・ぬ 雄 ッ・・一 ち ノ れ の 纏 ・臨 敷 輪
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2一与)　『s:　～7ヘ ベ/Z　 マ ツ/

　　　 千 ηや 知 架 妬 ・逝 ・イ・ イ咋 テワ外 官 筋 は 詩r'」9へ 」ス に

　　　t7$Lマ7セ ス で き⊃ 剤 マシ/のzaK　 in　ag～・

　 　 　 ヘ　　　　ロ

之、96多 ぞ マ ン て7ツ/コ 三ユ:プ'Zoン づン17乙 、

'　 人 面 向 ㍉ 討 計 能 力 乙イ
・そ・-7?・Z)矧 縮 や汚 私1・ 艀 お 勧

　　　・1後句 の棚 叉内 憂～。
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2一の ∠一

　　　 グ・一ベル/P・一"lvネ 。日 一ク1・さ。z銘 合 土→並 謹 教 の脅 ・のデン9ベースン

　　　ス五 時 誇 卸 和 ⇔/袖 鯉 ・ン7や ス シス㍗({)　 -D・B5)と ・コ ・酬

　　　いt:/分 散 鮮 勤2恒 ⇔Pの2。 融 合 勧 戒 ・に らに4・ 識 ぺ㌧7・

　　　シス仏 文 多識 禿・1陥6・ ぽ 口 才ち・亡 シス恒 五師 究 聞継 丁3・
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 `

(3)vL・,s工 痴 巧

　　　　　　7∠51z舷 毘'・ 手帰 力 アーft〒η4ヤ ♂ 祈 劇 縮 ～ ・パ 疏 詩

　 　 　 　 か らの 粘 土 バ コンe・;一'9ア ー特 ワ4ヤ へ の アプ ・一 チ で あ う。

3-1)・四 一 ‡　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

　　　 ノη吋 砲'写 場 わ 埠 格 昧 引 ωの ←・・ヅスク在 フ・ 程 かz7L・sエ

　 　 　 m特 質 吃 暴 丈P菜 　・:生 か す 二te　 LL-1θラ 乞 し「u－アーペ ヨ ク/t〃 の 痴 刀」字)2ft1'あ ⊃。

、

3-2)秦 ⇒ み4イ ラ

　　 　 精 細 コ・G-9ア ヤ ワ輪 ・港 盤 左室 之詞 繍 τ'勾,ツ ∫・花 言祐

　　　市 崎 エノ 新 紅 〔・シ;セ・ソン鱗3,・ 化参抱寝 儲 ・帰)〕 ・£m

　 　 　 駆 歩碕.薯 ・x"r－ ぺ ・禍.

3一ヲ)　　ア乙5　工一己レ∠}っε)　　と　　r≧王手ニイ、句,1'女テノt了

　　　 鵠 鯖 転 に とt・t)・・7乙$/の 鑑 七 善 胸 σ 蜘 ∠ち㌔ こ・,遮 之

　　　触 下網 の乙飯 ・「 孟 興 旦・か)埣 イφ醐 τ網 到 る・　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ξ

仁⇔ シス〒ムイし」支三ま

　　　　 　 Xg世 ぺ'・ンte_g　 z'2・7・3・Lx　t・てtCcめ 拒 め ・ 蜘 か 綴8τ 剤,

　　　　 　 アー未了'74ヤmS　 tS多b,　 Eギ ド うつ 』才 つ・

4

4-i)グ'イ ナ ミ・ク　　_k-7∠h・

　 　 　 ・tbい,ス 〕 、・7オーマンスLツ スそム ・孝 剃 生 ・キ商 亀 椎 を 保 証 す拒 め,ダ'K・t

　 　 　 三・,7・Rイ クロ・フ0ログラジ ク"宕'証 メ巳キラ緋],箸 の アーキ〒74ヤltξ 　i{Sj'E殉'i}こ 廟 宏～

　 　 　 寸∫ヨ 。

4-2)・ ノフ ーhづ1ゴ 病 后 　　17ー キ1〒!7∠t－

　　　 ソ7F・'7.アのイ餓 ・合成絞 証 酪 易じ事 触 のア蔀 咋 掬 治 ・よ〆　　
ユーザ聞 し唖 い フ巳 ア、パー晦 ア蘇 鋤 熊 楊 梅 ・・鍵

　　 制 靱 化才端 脳 ⑳ 服 す各・　 　 　 '

4一う)雀多2う イう 才ウイしi女2、

　 　 　 メ ・行 ・久 ・朱,誤 勧 権 故 障1魂 牡 ・串 コン巴 つ ジフ・仏('・-L`

　 　 　ウェア,フィー久こフプア,ソ フ←Wア を 倉 あ τ.)左 目指 育4ま 三ゑ のβ楡 向 浸～Z"あ3。

4.4)知 能 隈 † 剤 奇 ま仁 多、

　　　 和 陥 和 知 概 念1・L・ ブ ・コンヒ㌔一夕 の,万 類 ニヤβ 緒 鑑 ナカ・・　,Y')

　　 の方>z論 ヒ1秘 支援 システ蚕 の 師 兄1袖 幕 τ・あ る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　 　 16c、戊
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要 素技 術 の実 用化 研 究'　 　 　 　 　 `

　 1'設
,計 『一 試作 ・'評 価

試験
ハ ー ド ウ エ ア

∴「
ソフ トウ土ア

設計 ・作成二

一 一

、 プロトタイプ

開 発 完 了

」

② 　一開発 体 制 の検 討

　 　 第5世 代 コ ン ピ ュ ー タの 開発 に は 、 今 後 の 情 報 関連 技 術 の

　 中核 とな る最 先 端 技 術 が 必 要 で あ り、 大 学 、 政 府 系 研 究 機 関、

　 メ ーカ ー、 ユ ーザ ーが そめ 得 意 とす る分 野 に 応 じて 積 極 的 に

　 参 加 で きる よ うな、 新 世 代 に ふ さわ しい 柔 軟 な 開発 体 制 が 望

'

まれ る。

　 　 ま た 、 外 国 か らの 研 究 者 、外 資 系 メ ニカ 一等 が 参 加 す る可

　 能 性 や 、 外 国 の 政 府 、企 業 との 共 同研 究 につ い て も検 討 して

　 い く必要 が あ る。
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繍 大国 と、ノW了 ロ 鴎 長し篠 が国縫 ∩

進 む べ 含 方 面 芝ガk'3-"2ミ 、・hも 進 国 遠 娘 形 ⑳ 従 来o＼

閣 剰 紳 巨 脱 皮 し2、kい 刷%・ 開 発 体 制 ⑳ あ リ

・>5一そ 之 ぐ り 、 国 家 つ・0プ ・エ ワ トa;;illiぞ 模 索 ・す6)と

o、意 裳 、才大 立 ・)b軒 に科 学・技 術 分・野 の 肉2一最m端ib

転,つ 鴎 訪 山3楕 報網 綱 級工学輪 転
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 き　　　　メ

こ ひ よ うτ♂立 場 ひ プ ロジ ェ ク ト そ試 み5)tteK{L・N

Pt　P31　・工 曽 分 野 、二和 子 緬 体 制 確 立1二ex{† 」原爆

　 乏 及 ぽ 可Saと 考iiし3・

　 却5世 代 コ ン ヒ・ユ 一夕 ブ ・ ジ ェ ワ ト ひ 目・鱈 役 割

　 と効 果1っ つ い マ えa－ 例 ぞ到 着!δ う ・

　 (!)こaっ ・ロ ジ ェ ク ト 芝 通 じ 、 コ フ ㊤ ユ ニ タ 枝 術

　 　 開 幕 仏和2一 森 ボ 国 ボ 世 界z－ 紀 尋 的 役 蓼]芝SEL　6二

　 　 　 とに 毎 ∋σ

　 　 　 ⇒ 。 ユ)ピ ュ 一 夕産 業o、 ξ鮫イし

　 　 　 　 　 い ノフ トウ エ 了 危襟 の解 ラ弓
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 16U
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　 ,..。 埴 エ ネ 」しギ 三,生 産 、ト生向 上 十」 ピ 今4後 に 予 想

　 一 瓢 斑 ▲ α 紅1し ネ ッ ク ひ 解 泊

　 　 。国際協rカ σ、キ佳進 　　　一　　　　　　　　 _

(Σ)未 踏 分 野 仇開拓 そ通 じ マ 人間社 会 ひ進 歩 へ績

　 極 的 ヒ貢 献 づ3こ と。

　 ⇒ 昧 工 知 能 三后 能 ロ 的 ト ⑳実現

　 　 　 。自動壷 右ζ・一自動 翻 訳 の喫 現

　 　 　 ・新 し1＼1知覚 ・^知見 の獲得
　 　 　 　 　 　 　 　 ぎ　　　　　　ぐ

　 　 　 ・知 識 バ ー スo、樹 葉

(3)載 わ掴 産 東 の高 度 化 と、 知 識 ・集約 彰 底 業 ヒお

　 1寸ろ輸 念 力 の増 弓蚕。

(4)醐 的視 野 ヒ立7上 本祐 的研 免 ・開 発体 制 ど

　 擁…土 古31　 と1=撒 「古3国 家 し/＼rlし で6へ 喫 験 つ。Yコ

　 ジ ェ ク トtし マ 仕 置 付 町 らMる 。

　 =⇒ 。鶴1い ト生 ど 生 み ㊤ 同 仁 め ヒ も 、∨ 要
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